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生存という言葉の語義については、既に本誌でも、

色々な形で議論されてきていますので、ここでは踏

み込みません。ただ、当然この語の対象となるのは

人間で、他の生物に関しては、少なくとも一義的に

は考慮の外にあるのでしょう。しかし、それでもな

お、誰の「生存」を問題にするのか、という問いに

意味はあると思います。一つの論点は、ヒトの胚あ

るいは胎児は「人間」の中に入るのでしょうか。 
最近、戦後間もなく(一九四八年)制定され、一九

九六年法改正で「母体保護法」となった、旧優生保

護法の問題が、改めて問題になりました。旧法で不

妊手術を強制された(或いは「同意」がとり切れない

ままに行われた)方々の訴えに、最高裁が違憲と国家

賠償の義務付けを裁定したことによります。余計な

ことかもしれませんが、四八年の旧法は、当時(今も

でしょうが)「進歩勢力」と言われた社会党や共産党

の後押しの議員提案で上程され、全会一致で決定さ

れたものでした。今保守政権がその後始末を求めら

れているのは皮肉と言えば皮肉です。ただ、当時主

として東アジアに広がった軍隊の帰還兵、旧植民地

からの引揚者で、社会の人口は一挙に膨れ上がり、

しかも、引揚者の中の女性たちの間には、敗戦どさ

くさの各地で、強姦の末に妊娠してしまった不幸な

方が極めて多く、九州の引揚者受け入れの機関では、

そういう不幸な婦人たちを「救済」することが、最

大の課題の一つでした。率直に言えば、胎児の非生

存が、国家大事だったのです。ですから、今問題と

される「障害」を持つ人々の強制不妊手術と並んで、

人工中絶が旧法のもう一つのポイントだったのです。 
国家が保証する食糧の配給制度だけでは人間は

「生存」が叶わないことは、現在進行中の NHK の
朝の連続ドラマ『虎に翼』の中でも登場したように、

山口判事の死が、明瞭に物語っていました。食糧の

逼迫と人口爆発の中で、今現に生きている日本の人

たちの「生存」が、とにかく喫緊の課題であったこ

とは、あの時代を生き延びた私のような人間が伝え

る義務のある事柄だと思います。今の常識でことを

捉えないで欲しいと切に願います。刑法における堕

胎罪が阻却され、人工中絶が許される事案の一つに、

旧法に「経済条項」が組み込まれたことも、当時の

事情において、已むを得ぬことだと思います。 
しかし、之だけ豊かになり、人口(特に若年層の)

の減少に苦悩する現在の日本社会において、なお堕

胎罪阻却の最大の理由付けが「経済条項」であるこ

とを、咎め立てする人々が殆どないのは不思議と言

えば不思議です。 
例えば NIPT(新出生前診断)では、主として胎児の

十三、十八、二十一トリソミーを鑑別することが出

来るとして、普及しています。特に十三、十八トリ

ソミーは、男児では殆ど致死的で、出産まで漕ぎつ

けるのは概ね女児と言われますが、出産後も予後は

明るいとは言い難いところがあります。二十一トリ

ソミーはよく知られているように「ダウン症候群」

ですが、この場合は、出産後の生存・生活は決して

否定的ではありません。しかし、この NIPT を受け

て、陽性と判断された「両親」に当たる人の九十パ

ーセント近くが、中絶を選ぶと言われます。そして、

その時の合法化の基礎は「経済的理由」以外にはあ

り得ないのです。 
胎児を選別した上で、その生存を断つ理由が、

「経済的」というこの事態をどう考えればよいでし

ょうか。 
(東京大学名誉教授・国際基督教大学名誉教授) 

誰の「生存」か 
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この研究会の目的は、現代医療において

共同意思決定やアドバンス・ケア・プラン

ニング等で強調されている、患者と医療者

の「話し合い」の重要性について、患者の

視点から検討することである。特に腎領域

の治療の意思決定における患者と医療者の

「話し合い」について、患者側はどのよう

に捉えているかを明らかにし、患者にとっ

てより良い意思決定の実現に向けて示唆を

得ることを目的としている。  

2023 年 7 月から 2024 年 2 月にかけて 3

回の研究会を開催した。予備研究として文

献 レ ビ ュ ー を 実 施 し (学 会 の ガ イ ド ラ イ ン

や文献における患者と医療者の「話し合い」

の構成要素 :生存科学 Vol.34-1 に掲載 )、は

じ め に 医 療 者 側 が 捉 え る 患 者 と 医 療 者 の

「話し合い」の要素を明らかにした。その

後、本研究である腎代替療法選択時の患者

と医療者の「話し合い」が成立する要素を

患者の視点から明らかにするために透析患

者 34 名へのインタビュー調査を実施した。  

第 1 回研究会では研究内容の説明と研究

の進捗の報告を行った。その中で、患者と

医療者の「話し合い」に焦点を当てる理由

について、歴史的背景も踏まえ位置づけを

改めて整理する必要性があることや、研究

対象者を透析患者とした理由を倫理学的視

点から明確にする重要性が示唆された。第

2 回では 34 名の患者のインビューデータの

分析結果について議論し、結果の修正や整

理を行 なっ た。また、患者 −医師関係モデ

ルから「話し合い」の構造について議論し

た。第 3 回では、森下直貴氏 (浜松医科大

学 名 誉 教 授 )を お 招 き し 、 相 互 的 コ ミ ュ ニ

ケーションの 4 分類について話題提供をし

ていただいた。森下氏が構築したコミュニ

ケーションモデルを参考にしながら、今回

の研究結果を考察することで、患者と医療

者の「話し合い」の構造図を作成する必要

性について示唆が得られた。  

本研究の結果から、透析導入に関する医

療者との「話し合い」が成立する要素とし

て患者は、自分自身が話をする「患者の能

動性」を挙げていた一方、医師や看護師が

自分のために何かをしてくれるという「受

動的なもの」として捉えており、必ずしも

患者は能動性を求めていないことが明らか

となった。また 患者 は、「自分 が透析導 入

を覚悟するしかない」状況であり、自分の

命のためには治療が必要である現実を理解

する必要性を示していた。さらに透析導入

という運命が医療者によって決定されてい

るため、話し合う必要性を感じていないと

示していた。患者は医師や看護師から自分

に関心をもってもらえることや大切に扱っ

てもらえる、温かい雰囲気で話してもらえ

ることを求めて おり 、「話し合 い」が成 立

する要素には医療者から患者の感情的な部

分まで理解や共感されるような関係性が大

事であることが示された。  

この研究では、腎領域で注目されている

共同意思決定において重要な要素である医

療者との「話し合い」を患者がどのように

捉えているか、透析導入の意思決定プロセ

スにおける患者の認識として広く捉えてき

た。本研究結果から、患者は意思決定プロ

セスにおける医療者との関係性をどのよう

に認識し、またどのような医療者との関係

性を求めているか再検討する必要があるこ

とが示唆された。  

今年度は、これまで患者と医療者の「話

し合い」に焦点を当てて調査してきたもの

を、「話し 合い」が 基盤である共同 意思 決

定に視野を広げて調査していく予定である。

腎領域においては共同意思決定が注目され

ており、パートナーシップに基づく患者 −

「患者が捉える医療者との「話し合い」の  
構成要素―腎代替療法選択時の  
「話し合い」の経験から―」研究会   

研究責任者  宇野澤  千尋  
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医師あるいは医療者関係が重要とされてい

る。しかし今回の研究で得られた、患者が

医療者に求める関係性は、感情的な部分ま

での理解や共感をしてもらえるような深い

関係性を示していた。そのため、患者が医

療者に求める関係性についてさらに調査を

進め、患者にとってより良い意思決定プロ

セスを提案することを目的に研究を進めて

いく予定である。  

 

 

自主 研 究会 は 、 当事 者

と専門職 のウェ ルビ ーイ

ング向上 支援に 関わ る専

門職と研 究者で 構成 され

ています 。障が いや 疾病

の有無に 関わら ず健 康で

幸せに生 きるた めの 力を

引き出し合うこと、すなわち当事者と支援

者 (保健福祉に関わる専門職や地域の人々 )

をエンパワメントし、より良い未来に向か

うことを目指しています。  

プロジェクトの目標は、当事者と支援者

のウェルビーイングを高めるコミュニティ

構築と、その仕組みづくりの探究です。そ

のために、実践に基づく成果 (経験的根拠 )

を共有し、自治体や保育園で継続している

追跡研究に基づく成果 (科学的根拠 )を、実

践の場で活用しやすい形で提供するアウト

リ ー チ 活 動 に 取 り 組 み ま す 。 さ ま ざ ま な

人々が支え合い、協力しながら新しいアイ

ディアや解決策を共に創り出すことで、共

に幸せになる社会づくりのアプローチ方法

をカタチにしていきます。成果として、 1)

研究会メンバー自身のスキルアップ、 2)保

育・教育・保健・福祉分野の専門職のスキ

ルアップを中心に、 3)活動の広報と普及、

4)実践に活用する根拠の創出を見込んでい

ます。  

これまでの活動により、子どもの健やか

な育ちを支援する専門職向けの５つの支援

ツ ー ル (発 達 、 社 会 的 ス キ ル 、 養 育 環 境 、

保育環境の評価と子どもの困り感に寄り添

う支援 )を開発し、 WEB を活用した支援シ

ステムとして実装し、 HP での情報発信や

専門職向け講習を継続しています。海外の

研究者との協働により、切れ目のない支援

のために、保護者とのパートナーシップと

多職種連携を促進するツールとして、国内

外で活用が広がっており、理論と実践例を

まとめた書籍も刊行予定です。  

6 月 29 日 (土 )  にハイブリッド形式で第 1

回研究会を開催しました (現地参加 8 名、

オ ン ラ イ ン 参 加 17 名 )。 保 健 ・ 医 療 ・ 福

祉・教育・心理・保育分野の専門職、研究

者 が 、 日 本 そ し て 世 界 各 地 (ア ン ゴ ラ 、 イ

ンドネシア、中国、ネパール、ブラジル、

中 国 な ど )か ら 参 加 し 、 実 践 活 動 と 成 果 、

課題について情報共有し、より良い未来の

共創に向けたアイディアを出し合い、活動

計画を具体化しました。  

ファミリーウェルビーイング実現にむけ

た取り組みや、デジタル時代のコミュニテ

ィ 構 築 な ど を テ ー マ に サ イ エ ン ス カ フ ェ

(みらいエンパワメントカフェ )と研修会を

開催し、専門職支援のための指標開発と評

価に取り組み、人々の幸せな未来と生存科

学の発展につなげていきたいと思います。  

当事者と支援者のウェルビーイングを高める  
コミュニティ構築に向けた生存科学   

研究責任者  田中  笑子  

2024.6.29. 第１回研究会

2024.6.29. 第１回研究会
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『フォークアート新生！  

―芸術の〈原点〉から〈先端〉へ―』 

著者 笹井祐子／藤原成一 

 青弓社  定価 2,400 円+税 

 
戦争・紛争やパンデミッ

クが覆う不安定な状況下に

あって、アート界は商業展

示も多く活況に見えます。

しかし内実はどうか。中央

のマスメディアに左右され、

情報社会の流行に迎合する

俗物性、社会とともに液状

化してゆく非主体性やライト化が表現者の常態

です。この閉塞と劣化状態からどう脱却するか。

凡庸な個性やアート観を捨て、超個性へ、脱パ

ーソナル表現へと賭け、自分も状況も脱構築す

るのです。個性は時代遅れです。 
現代日本は政治経済社会体制から情報機構ま

で、すべて中央志向、一極集中体制です。それ

により人も文化も管理・操作され、画一化と低

俗化に堕しています。それを打開するのが一極

でなく多極、集中でなく分散、中央志向でなく

地域志向です。生物の多様性は重要です。同様

に発想・表現・文化の多様性も必須です。陳腐

な個を超え作為的表現を排し、場所や状況のも

つ活力を多様なままに新生させ 生
な ま

な表現へとぶ

ちまける。大空をカンヴァスに大凧が舞うので

す。 
生きるとは場所を見出し、場所に生起する諸

状況に向き合い、問題に気づき、場所と状況の

紡ぐ時間・歴史を実感することです。表現も同

じです。個でなく共同存在、フォークとしての

生、表現が本命です。フォークロア、フォーク

ソング、フォークダンスが各分野の基礎で、基

礎が刷新力を有します。生の刷新とアート表現

の革新を願って藤原が全篇フォーク力を講じ、

教師・院生・学部生がワークショップで応じ本

書は成りました。他分野の方々のご参照にも耐

えたいものです。   (常務理事 藤原 成一) 

04 月 13 日(土) 幼小接続期のカリキュラム作成

についての研究会 
04 月 26 日(金) 「全体として人を見ること／診

ること／看ること」研究会 

05 月 12 日(日) 幼小接続期のカリキュラム作成

についての研究会 
05 月 17 日(金) 常務理事会開催 
05 月 28 日(火) 理事会開催 
06 月 05 日(水) 「スマートウォッチを使用した

新しい睡眠測定と健康管理」研

究会 
06 月 15 日(土) 幼小接続期のカリキュラム作成

についての研究会 
06 月 17 日(月) 評議員会開催 
06 月 17 日(月) 編纂委員会開催 

06 月 21 日(金) 編集委員会開催 
06 月 22 日(土) 編集委員会(査読)開催 
07 月 03 日(水) 編纂委員会開催 
07 月 13 日(土) 編集委員会(査読)開催 
07 月 22 日(月) 40 周年記念事業準備委員会開催 
07 月 23 日(火) 編纂委員会開催 
 

研 究 会 等 日 報 
 

夏季休業のお知らせ 
 

当財団では、誠に勝手ながら下記日程を夏
季休業とさせていただきます。 

 
 ■夏季休業期間 
 

 2024 年 8 月 9 日(金)～8 月 16 日(金) 
 

休業期間中にいただいたお問合せについて
は、業務再開後に順次回答させていただきま
す。 
 

皆様には大変ご不便をおかけいたします
が、何卒ご理解の程よろしくお願い申し上
げます。 

 

会員新刊書紹介 


